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まえがき

この度はウエノコーポレーションの大型ヒーターをお買い上げいただきまし
て誠にありがとうございます。
ご使用になる前に、本書をよく読み、使い方や注意事項等を十分に理解した
上でご使用ください。下記の事項を怠りますと機器の故障ばかりか人身事故
へと発展する恐れがあるので必ず守ってください。
尚、この製品を末永くご使用していただくために本書は大切に保管してくだ
さい。

安全上の注意

本製品は塗装を乾燥させるための三相２００Ｖ仕様のヒーターです。
それ以外の目的には使用しないでください。

ご使用になる前にこの「安全上の注意」をよく読んでください。
警告表示は人身事故や物的損害の防止のために、大変重要な事項が記載され
ています。必ずよく読んで理解した上でご使用ください。
ここでは危害や損害の大きさと切迫の程度を示すために、「警告」、「注
意」に区分しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので必ず守っ
てください。

誤った取扱をすると、
人が死亡、または重傷
を負う可能性が想定さ
れる内容を示します。

警告

誤った取扱をすると、
人が傷害を負ったり物
的損害の発生が想定さ
れる内容を示します。

注意

※ 「 注意」の表示内容でも状況によっては、重大な事態へと発展する可能性があります。
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禁止事項

絶対に行わないでください

警告

塗装乾燥用以外の目的には使
用しないでください。暖房や
衣類乾燥などに使用しますと
火災へ発展する恐れがありま
す。

禁止

使用中は可燃物をそばに置か
ないでください。また、塗料
使用中は塗装ミストが掛から
ない場所へ移動させてくださ
い。引火の恐れがあります。

禁止

使用中は濡れた手で取り扱
わないでください。また、
水が掛からないようにし、
万が一掛かった場合はブ
レーカーの電源を落とし、
完全に乾くまで絶対に電源
は入れないでください。感
電やショートの恐れがあり
ます。

禁止

特に指示のない限り分解は絶
対にしないでください。発火
や異常作動して怪我をする可
能性があります。異常が確認
された場合は速やかに使用を
中断し、当社までご一報くだ
さい。

禁止

使用中、使用後はヒーターが
熱くなっておりますので絶対
に触れないでください。また
危険が予測できない人が近づ
くことのないよう他の作業者
へも注意を促すよう心がけて
ください。

禁止

使用中はできる限り目を離
さないようにしてください。
ヒーターから離れる場合は
他の作業者へ使用中である
ことを告げ、また、火災が
起こらないよう気を配って
ください。

強制

できる限り水平な所で使用し
てください。使用中は勝手に
移動したりしないようキャス
ターは必ずロックしてくださ
い。

強制

電源は必ず定格20Ａ以上のブ
レーカから単独で取って下さ
い。他の機器との併用は、分
岐部より発熱・発火する可能
性があります。

強制

電源コードを引っ張って本
体を移動させたり、ねじる、
挟み込む、重いものを載せ
る等の行為は絶対にしない
でください。電源コードが
破損し、火災、感電の原因
となります。

禁止

本製品は稼働部が多くありま
す。ポジショニング（位置決
め）や移動時には指などを挟
み込まないよう、細心の注意
を払って動かしてください。

強制

使用の際には作業に適した服
装をし、軍手、安全靴などの
作業保護具は必ず着用してく
ださい。

強制

取扱説明書を十分に理解し
た上でご使用ください。誤
認して使用しますと、能力
が十分発揮できないばかり
か、重大な事故へと発展す
る可能性があります。

強制
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強制

必ず守ってください



注意

本製品は日本仕様（三相200

Ｖ）のため、海外の異なる電
源電圧での使用はできません。

禁止

長期間使用しない時は電源を
抜き、ゴミ、ホコリなどが入
らないようカバーを掛けるな
どして保管してください。

強制

エアーフィルターはエアー
ブローなどをしないでくだ
さい。ゴミ、ホコリが中へ
入り込み、また、目が粗く
なってしまい十分な能力が
発揮できません。汚れた場
合は交換してください。

禁止

本機の清掃は必ず使用後十分
に冷めてから電源を切った状
態で行ってください。感電や
やけどの恐れがあります。

強制

本機をご使用の際は、足元な
ど作業スペースは十分に確保
してください。コードなどに
足を取られ、機器や車両の破
損ばかりか怪我をする可能性
があります。

強制

ヒーター管は三本とも作動
させた状態で使用してくだ
さい。一本でも切れた状態
で使用されましても十分な
能力が発揮されませんので、
ヒーター管を交換してくだ
さい。

禁止

乾燥には理想的な距離があり
ますので、必要以上に近づけ
たり遠ざけたりしないでくだ
さい。

禁止
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各部の名称

照射部

支柱

電源コード

キャスター

アーム

ヒーター管

エアー
フィルター

ヒーター
強弱切替
スイッチ

メイン
スイッチ

ファン
タイマー

ファン
スイッチ
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照射部背面

コントロール
ＢＯＸ

乾燥時間
タイマー

ベース



メインスイッチをＯＮにしてください。
この時点では乾燥時間タイマーは必ず０にしておいてください。

風が逆（背面フィル
ターへ向かって）流れ
ているときは、三相電
源の配線端子のＲとＴ
を入れ替えてください。

コンセントの場合は販
売店にご相談ください。

次にファンスイッチをＯＮに入れます。ファンが回りだし、風が手
前に向かって出ていることを確認します。

※

ファンの動作確認をしたらいったんメインスイッチをＯＦＦにしま
す。

本機を作業場まで移動し、電源コードの長さ、ねじれ、こすれ、
挟み込みなどがないか確認してください。

注意

①

②

③

ブレーカ直結の場合
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取扱方法

実際の工程における取扱説明は、「ＵＣヒーター使用マニュア
ル」をご参照ください。

コントロールＢＯＸのメインスイッチ、タイマー、ファンスイッチ、
がＯＦＦになっていることを確認してください。

次に一次側電源ブレーカをＯＮにしてください。
メインスイッチ、タ
イマーがＯＮになっ
たままブレーカの電
源を入れると、本体
の電気回路に破損が
生じる可能性があり
ます。

注意

0 の位置になっていることを確認 ＯＦＦの位置になってい
ることを確認



照射部の角度調整をします。照射部脇のクランプレバーを緩め、照
射部が上下左右にスムーズに動くかどうかを確認します。
位置が決まったらクランプレバーを回し、固定してください。

クランプレバーを緩めす
ぎるとバンクが落下しま
すので１～２回、回す程
度にとどめてください。

警告

緩めたときにバンクが急
激に動く可能性があるの
で必ず手で抑えて回して
ください。また、指など
をはさめないように注意
してください。

警告
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上下左右にスムーズに
動くか確認

①



タイマーを利用すると、ヒーターを立ち上げて何分後にファンが回
りだす、という設定ができます。また、ヒーターの照射時間も設定
できます。
ヒーターの立ち上げ時間（最高温度に達するまで）は、夏季では４
分、冬季では６分を目安にしてください。
「ＵＣヒーター使用マニュアル」には標準的な時間設定や、使用方
法などが載っています。

ヒーター立ち上げ後、工程の合間の待機中は、ファン
を回しっぱなしにしておいてください。これは、ヒー
ター管の端子が熱を持つのを防ぐためで、特に指示の
ない限りファンを回し冷却させておいてください。

強制
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ヒーター管は消耗品であり、２～３年で交換が必要と
なってきます。

ヒーター強弱切替スイッチを強又は弱に、ファンスイッチをＯＮにし
ます。この時点では作動しません。

①

各部の動作確認が済んだら、適当な位置にセッティングし、実際に
作動させてみます。

乾燥時間とファンタイマーをセットします。②

いずれのタイマーも
各メインスイッチが
ＯＮになってないと
作動しません。

※

乾燥時間タイマーは
設定時間がたつと、
切れ、ファンタイ
マーは設定時間がく
ると作動します。時
間がたったら、タイ
マーが作動するかを
確認してください。

※

②

メインスイッチをＯＮすると、ヒーターが作動します。③



お手入れ時の注意

照射部背面の白いねじをはずし、図－Ⅴの向きになるように新しい
フィルターを取り付け、カバーで押さえつけます。（左右共）

目の粗い方
手前

目の細い方
奥

下

上

エアーフィルターはエアーブローなどをしないでください。ゴミ、
ホコリが中へ入り込み、また、目が粗くなってしまい十分な能力
が発揮できません。汚れた場合は交換してください。

注意

エアーフィルター交換方法

お手入れの際は電源を切り、十分に冷めてから行ってください。感電
ややけどの恐れがあります。

水洗いは絶対にせず、エアーブローもしくはやわらかいウエスなどで
拭いてください。

シンナー、ベンジンなどは使用しないでください。変色や変質の原因
となります。

電源コードは使用したら乾いたウエスなどで拭き、束ねて本体フック
に掛けておくようにしてください。

エアーフィルターに汚れが目立ってきたら、洗わずに交換してくださ
い。（下記参照）

分解をしての清掃は絶対にしないでください。

禁止 強制
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エアーフィルター

フィルターカバー

白いねじ ４箇所

エアーフィルター



故障かなと思ったら

サービスをお申しつける前に、次のことをお調べください。異常が生じたときは取
扱説明書を再度よく読み、下記の点検をした上で、それでも正常に作動しなかった
場合はすみやかに使用を中断し、お買い上げの販売会社へ相談してください。

症 状

電源が入らない

原 因 対 処

メインスイッチが落ちている

コンセントが抜けている

スイッチをＯＮしてください。

コンセントをしっかり差し込んでく
ださい。

ファンスイッチが入ってい
ない、またはタイマーの設
定が合っていない

スイッチを入れタイマーを合わせてく
ださい。

本書－8－参照

建物、ブレーカーの電源
不良

電気工事会社へ問い合わせてください。

電源端子の欠落 端子の再接続、交換。

販売会社へ問い合わせてください。

注意

点検の際はご面倒でも主電源を切り、本書の指示に従い行ってく
ださい。

警告

風が出てこない 電源が入っていない 上記参照

エアーフィルターが詰
まっている

エアーフィルターの交換。

本書－9－参照

異臭がする チリ、ホコリがこげてい
る

清掃してください。

本書－9－参照

電源、各配線コードの絶
縁不良、ショート等によ
る焼け焦げ

直ちに使用を中断し、販売会社へ問
い合わせてください。

照射部の高さが支持で
きない

ダンパー不良 ダンパー交換。

販売会社へ問い合わせてください。

各配線コードの断線 配線交換

販売会社へ問い合わせてください
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トリップ表示 事故電流を自動遮断したとき、とっ
ての位置を見ればわかります。とっ
てはＯＮとＯＦＦの中間位置を示し
ます。（黄色のボタンがでてきま
す）リセット 遮断器がトリップした場合は事故の
原因をとり除き、とってをＯＦＦの
位置に完全に倒せばリセットされ、
ついでＯＮの操作を行えば、再閉路
できます。（リセットされると黄色
のボタンは元の位置に戻ります）

とってをＯＮの位置に押さえていても、
過電流が流れるとトリップします。

トリップフリー



製品保証について

取扱説明書の注意書きに従って、正常な使用状態にて保障期間内（納
入後１年間）に故障した場合は、販売会社の保証内容にもとずき、無
償修理いたします。（保証書がないと無償保証の対象とはなりません
ので、大切に保管ください。）

保障期間が過ぎている製品の修理は、お客様のご要望により有料にて
承ります。販売会社までご相談ください。

保障期間内であっても次の場合には有料修理となります。

取扱説明書に従わない使用上の誤り、不当な修理、改造による故
障、または損傷。

消耗部品、及び消耗部品の交換を要する場合。

火災、地震、風水害、落雷、その他の天変地異、外部起因の事故など
による故障、または損傷。

指定純正部品以外を使用しての故障または損傷。

日本国外で使用した場合。

設置状態や保管、管理の不備（風雨にさらすなど）が確認された場合。

保証書の提示がない場合や記入もれ、販売会社の捺印のないもの。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

このヒーターは屋内仕様となっておりますので、屋外で使用した場合
の故障、損傷、事故などにおいては一切、保証は致しかねます。
また、保証の要否は誠に勝手ながら弊社にて判断させていただきます
ので、ご了承ください。

注意

この保証内容は、上記の条件のもとにおいて無償修理をお約束するも
ので、お客様の法律上の権利を制限するものではございません。
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製品仕様

品名 ＵＣ大型ヒーター

不許複製

作成 2008年 12月

発行 株式会社 ウエノコーポレーション

℡ 022-388-8070
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電源 三相 200V 60／50Hz

消費電力 5.6kW ヒーター管：1.8kW×3本

サイズ バンク寸法：1024×700mm ベース寸法900×1010mm

支柱高さ：1565mm

質量 58kg

コード長さ 10m

主な材質 支柱、ベース、アーム：鉄 照射部：アルミ

昇降方式 ウエイト方式

ファン：65W×2基

ファン風量/毎分 40  ～ 44  ㎥/min


